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．

調
査
の
方
法

・
調
査
地
域
：
全
拠
点

（
１
２
１
拠
点
）

・
調
査
対
象
：
ナ
ル
ク

活
動
会
員
の

％

（
１
７
９
５
人
）

・
調
査
方
法
：
会
員
管

理
デ
ー
タ
か
ら
拠
点
別

年
齢
区
分（

歳
以
下
、

歳
、

歳
、

歳
以
上
）
別
会
員
数

を
抽
出
し
、
そ
の

％

相
当
人
数
を
算
出
、
個

体
（
調
査
対
象
者
）
の

選
出
は
拠
点
で
無
作
為

に
選
ぶ
こ
と
と
し
た
。

・
調
査
の
実
施
：
拠
点

で
調
査
対
象
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
・

回
収
し
、
本
部
へ
送
付

し
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
が

集
計
を
行
う
。

調
査
の
結
果（
概
要
）

．
回
答
者
数
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た

１
７
９
５
人
に
対
し
、

１
６
８
１
人
で
、
回
収

率
は

・
６
％
で
あ

る
。
回
答
者
の
男
女
比

は
、
男
性
７
０
２
人

（

・
８
％
）
、
女
性

９
７
９
人（

・
２
％
）

で
、
ナ
ル
ク
会
員
全
体

の
男
女
比
率
と
ほ
ぼ
同

じ
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
回
答
者
数
の

年
齢
層
別
内
訳
は
、

歳
以
下
１
２
７
人
で
７

・
５
％
（
男
性

人
女

性

人
）
、

歳

４
４
７
人
で

・
６
％

（
男
性
１
５
８
人
女
性

２
８
９
人
）
、

歳
７
６
６
人
で

・
６

％
（
男
性
３
４
９
人
女

性
４
１
７
人
）
、

歳

以
上
３
４
１
人
で

・

３
％
（
男
性
１
５
８
人

女
性
１
８
３
人
）
。
こ

れ
は
ナ
ル
ク
全
体
の
年

齢
層
別
会
員
比
率
と
ほ

ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

．
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

現
在
の
住
み
方
、
日
常

生
活
の
状
態
、
今
後
へ

の
思
い
に
つ
い
て
、
具

体
項
目
を
挙
げ
て
実
施

し
た
。

あ
な
た
の
現
在
の
住

み
方夫

婦
の
み
で
住
ん
で

い
る

が
全
体
の
半
数

の

・
６
％
を
占
め
て

い
る
。

次
い
で
、
一
人
住
ま

い
が
２
割
強
の

・
２

％
、
３
番
目
に
多
い
の

が
独
身
の
子
ど
も
と
の

同
居
で

・
７
％
、
子

ど
も
夫
婦
と
の
同
居
６

・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
以
下
、
高
齢
者
施

設
に
入
居
１
・
０
％
、

孫
と
の
同
居
０
・
６

％
、
そ
の
他
の
親
族
と

の
同
居
０
・
４
％
、
そ

の
他
４
・
６
％
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

ナ
ル
ク
の
会
員
も
、

高
齢
者
だ
け
で
住
ん
で

い
る
人
が
全
体
の
７
割

以
上
を
占
め
、
反
面
、

親
子
が
同
居
す
る
２
世

帯
家
庭
が
少
な
く
な
る

な
ど
、
最
近
の
世
相
を

映
し
出
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
平
成

年
版
高

齢
社
会
白
書
に
よ
る

と
、

歳
以
上
の
高

齢
者
の
子
ど
も
と
の
同

居
率
は
、
昭
和

年
に

ほ
ぼ
７
割
あ
っ
た
が
、

平
成

年
に
は

・
６

％
と
な
り
、
大
幅
に
減

少

と
あ
る
。

私
の
故

郷
富
山
で

は
、
春
の

訪
れ
は
４

月
上
旬
の

桜
で
ス
タ

ー
ト
し
、

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
で
本
番
を
迎
え
る

▼
こ
の
時
期
、
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
は

と
な
み

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ア

で
あ
る
。
こ
れ
は

国
内
最
大
級
の
春
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
７
０
０
品

種
３
０
０
万
本
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
会
場
狭
し

と
咲
き
誇
る
。
今
年
は

栽
培
１
０
０
周
年
記
念

の
年
で
、
大
花
壇
、
フ

ラ
ワ
ー
ヒ
ル

、
花
の

大
谷
、
水
車
苑
、
オ
ラ

ン
ダ
風
花
壇
な
ど
の
会

場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

▼
そ
れ
に
先
立
っ
て
、

砺
波
市
か
ら
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
娘
が
ナ
ル
ク
本
部

に
フ
ェ
ア
の

を
兼

ね
て
来
訪
さ
れ
、
見
事

な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
頂

い
た
▼
本
年
度
は
ナ
ル

ク
と
し
て
重
要
な
年
に

な
る
。
昨
年
か
ら
進
め

て
い
る
組
織
改
革
は
、

全
国
を

の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
理
事
の
皆
様

と
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
拠
点
代
表
、
役
員

を
中
心
に

エ
リ
ア

推
進
会
議

で
、
し
っ

か
り
各
拠
点
の
課
題
を

共
有
し
、
改
革
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

▼
こ
の
会
議
を
軸
に
、

会
員
増
強
と
地
域
総

合
事
業

と
い
う
ナ
ル

ク
の
大
輪
を
一
層
大
き

く
咲
か
そ
う
で
は
な
い

か
（
高
畑
敬
一
）

日
常
生
活
の
状
態

ど
の
よ
う
な
状
態
で

日
常
生
活
を
送
っ
て
い

る
か
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
全
体
の

・
２
％

の
人
が
誰
の
手
も
煩
わ

さ
な
い
で
自
立
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
回
答
し

て
い
る
。
部
分
的
に
ナ

ル
ク
の
時
間
預
託
に
よ

る
支
援
を
利
用
し
て
い

る
人
が
４
・
８
％
、
定

期
的
に
介
護
保
険
の
支

援
を
利
用
し
て
い
る
人

が
３
・
９
％
、
時
々
子

供
や
親
せ
き
の
支
援
を

受
け
て
い
る
人
が
２
・

１
％
と
な
っ
て
お
り
、

ナ
ル
ク
の
会
員
は
ほ
ぼ

９
割
の
人
が
誰
の
支
援

も
受
け
ず
自
立
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
さ
す
が

ナ
ル
ク
で
あ
る
。
残
り

割
の
人
が
家
族
や
介

護
保
険
、ナ
ル
ク
の
支

援
を
単
独
あ
る
い
は
重

複
し
て
利
用
し
て
い
る

こ
と
と
な
る
。

ナ
ル
ク
で
時
間
預
託

の
支
援
を
利
用
し
て
い

る
人
の
支
援
の
種
類

ナ
ル
ク
の
時
間
預
託

の
支
援
を
利
用
し
て
い

る

人
に
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
受
け
て
い
る

か
を
聞
い
た
。

そ
の
結
果
、
買
い
物

や
通
院
の
同
行
が

人
、
庭
木
の
手
入
れ
や

草
取
り
が

人
、
掃
除

や
洗
濯
が

人
、
話
し

相
手
が

人
、
送
迎
が

人
、
調
理
が
６
人
、

子
ど
も
の
介
助
・
支
援

が
６
人
、
畑
仕
事
が
５

人
。
そ
の
他
に
散
髪
、

犬
の
散
歩
、
タ
イ
ヤ
交

換
、
引
越
し
、
夫
の
見

守
り
、
入
浴
、
家
具
修

理
、
電
気
器
具
修
理
、

墓
掃
除
、
安
否
確
認
、

植
木
の
水
や
り
、
旅
行

プ
ラ
ン
作
成
、
電
球
交

換
、
洋
服
の
寸
法
直
し

な
ど
を
お
願
い
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
る
。

支
援
は
重
複
し
て
利
用

し
て
い
る
人
も
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。（

次
頁
へ
）

ナ
ル
ク
は
、
昨
年
末
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
ナ
ル
ク
の
活
動
会
員
を
対
象
に
個
人
の
現
況
や
今

後
へ
の
思
い
に
関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
ナ
ル
ク
の
現
状
認
識
と
今
後
の
検
討
課
題
に

資
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
結
果
の
概
況
集
計
が
で
き
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
な

お
詳
細
な
結
果
は
、ま
と
ま
り
次
第
各
拠
点
を
通
じ
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（１） 号 年 月 日 第３種郵便物認可 年５月 日発行ナ ル ク（ ）

表４ ナルクの時間預託で支援を受けている支援の種類
（比較的多いもの） 延べ人数介

護
保
険
の
支
援
を

受
け
て
い
る
場
合
の
認

定
区
分

介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
が
８
・

１
％
（
１
３
７
人
）
お

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。そ

の
方
々
の
認
定
区

分
別
比
率
と
人
数
は
、

表
５
の
通
り
で
あ
る
が

要
支
援
１
が

・
９
％

（

人
）
、
要
支
援
２

が

・
５
％
（

人
）
、

要
介
護
１
が

・
１
％

（

人
）
、
要
介
護
２

が

・
９
％
（

人
）
、

要
介
護
３
が
５
・
８
％

（
８
人
）
、
要
介
護
４

が
５
・
２
％
（
７
人
）
、

要
介
護
５
が
３
・
６
％

（
５
人
）
と
な
っ
て
お

り
、
介
護
度
が
高
く
な

る
ほ
ど
該
当
す
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

定
期
的
に
利
用
し
て

い
る
健
康
施
設
、
ま
た

は
参
加
し
て
い
る
内
容

健
康
へ
の
配
慮
や
体

男性 女性 合計（人） 比率（％）
歳以上

歳
歳

歳以下
合計（人）
比率（％）

表
１

回
答
者
内
訳

表
２

現
在
の
住
み
方

人（
％
）

項目
年齢 夫婦のみ 一人住まい 子ども夫婦

と同居
独身の子ども
と同居 孫と同居 その他の

親族と同居
高齢者施設
の入居 その他 無回答 合計

歳以上 ２ ２ ５
歳 ４ ２ ５ １
歳 ４ ２ ３ １

歳以下 １ ３ １
合計（比率） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） ７（ ） （ ） （ ）３（ ） （ ）

表３ 日常生活の状態 人％

項目

区分

誰の手も煩
わさないで
自立

時々子どもや
親せきの支援
を受ける

定期的に介護
保険の支援を
受けている

部分的にナル
クの支援を受
けている

無回答 合計

合計
（比率）

支援の種類 利用している人

買い物や通院の同行

庭木の手入れや草取り

掃除や洗濯

話し相手

送迎

調理 ６

子どもの介助・支援 ６

畑仕事 ５



★ ナルク（ ）とは 法人 ニッポン アクティブライフ クラブ（ ）の通称です。

力
維
持
の
た
め
、
月
１

回
以
上
利
用
し
て
い
る

施
設
を
聞
い
た
結
果
、

一
番
多
か
っ
た
の
は
ナ

ル
ク
が
運
営
す
る
サ
ロ

ン
、
居
場
所
、
集
い
の

広
場
な
ど
で
４
０
６

人
、
次
い
で
ナ
ル
ク
以

外
の
団
体
が
運
営
す
る

サ
ロ
ン
な
ど
へ
行
っ
て

い
る
人
が
１
７
１
人
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
行
っ

て
い
る
人
が
１
２
７

人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ

る
い
は
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
行
っ
て
い
る
人

が

人
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
へ
行
っ
て
い
る

人
が

人
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
利
用
し
て
い
る
と

回
答
し
た
人
以
外
の
回

答
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

参
加
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
内
容
を
記
載

し
て
い
る
人
が
延
べ
１

３
５
人
。
そ
の
内
容
の

う
ち
ベ
ス
ト
７
は
、
生

き
生
き
・
百
歳
・
元
気

・
健
康
な
ど
の
体
操
が

人
、ゴ
ル
フ
が
９
人
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
８

人
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
８
人
、
テ
ニ
ス
が

８
人
、
カ
ラ
オ
ケ
が
７

人
、
ヨ
ガ
が
７
人
お
ら

れ
る
。そ
の
ほ
か
に
も
、

健
康
維
持
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
し
て
い
る
人
が

多
く
お
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

ナ
ル
ク
活
動
へ
の
参

加
の
有
無

ナ
ル
ク
の
会
員
の
う

ち
で
日
常
ナ
ル
ク
と
何

ら
か
の
か
か
わ
り
（
時

間
預
託
活
動
、
奉
仕
活

動
、
同
好
会
や
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
、
拠
点
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
、
時
間

預
託
の
支
援
を
利
用
、

福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
事
業
に
参
加
）
を

持
っ
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
個
人
の
都
合
で
全

く
ナ
ル
ク
と
関
係
が
持

て
て
い
な
い
か
を
聞
い

て
み
た
。
そ
の
結
果
、

何
ら
か
の
活
動
に
参
加

し
て
い
る
人
は
、

・

１
％
（
１
３
４
６
人
）
、

本
人
の
都
合
で
ナ
ル
ク

の
活
動
に
参
加
で
き
て

い
な
い
人
が

・
９
％

（
３
０
２
人
）
、
無
回

答
が
２
・
０
％（

人
）

だ
っ
た
。

今
後
へ
の
思
い

今
後
、
日
常
生
活
に

お
い
て
何
ら
か
の
支
援

を
受
け
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
所
の
支
援
を
希

望
す
る
か
を
聞
い
た
結

果
、
家
族
と
ナ
ル
ク
と

介
護
保
険
の
３
種
類
の

支
援
を
併
せ
て
受
け
る

こ
と
を
希
望
す
る
人

が
、

・
８
％
（
５
０

１
人
）
で
最
も
多
く
、

次
い
で
ナ
ル
ク
と
介
護

保
険
の
２
種
類
の
支
援

を
併
せ
て
受
け
る
こ
と

を
希
望
す
る
人
が

・

７
％
（
２
３
０
人
）
、

家
族
と
介
護
保
険
の
２

種
類
の
支
援
を
併
せ
て

受
け
る
こ
と
を
希
望
す

る
人
が

・
３
％
（
１

７
３
人
）
、
家
族
と
ナ

ル
ク
の
２
種
類
の
支
援

を
併
せ
て
受
け
る
こ
と

を
希
望
す
る
人
が
９
・

９
％
（
１
６
７
人
）
で

あ
る
。

５
番
目
に
多
い
の
が

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
の
高
齢
者
施
設
に

入
居
す
る
人
が
９
・
１

％
（
１
５
２
人
）
で
あ

る
。６

番
目
以
降
は
ナ
ル

ク
の
支
援
５
・
２
％

（

人
）
、
家
族
の
支

援
５
・
１
％
（

人
）
、

介
護
保
険
に
よ
る
支
援

４
・
０
％
（

人
）
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
を
選
ん
だ

人
の
回
答
で
は

ま
だ

考
え
て
い
な
い

分

か
ら
な
い

健
康
な

の
で
考
え
て
い
な
い

病
院
の
介
護
施
設

病
院
の
療
養
施
設

重
度
身
体
障
害
が
あ

る
の
で
活
用
で
き
る
社

会
資
源
を
利
用
し
て
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
り

た
い

友
人
や
姉
妹

と
の
共
同
生
活
の
中
で

必
要
な
公
的
支
援
も
選

択
す
る

よ
く
分
か

ら
な
い

な
ど
の
記
述

が
あ
っ
た
。

看
取
っ
て
も
ら
い
た

い
場
所

こ
の
世
の
人
生
は
有

限
で
あ
り
、
い
ず
れ
死

を
迎
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
際
、
死
を
看

取
っ
て
も
ら
い
た
い
場

所
と
し
て
の
希
望
を
聞

い
て
み
た
。
そ
の
結
果

は
比
率
的
に
は
大
小
あ

る
が
、
様
々
な
回
答
を

頂
い
た
。

も
っ
と
も
多
い
希
望

は
自
宅
で

・
５
％

（
８
８
３
人
）
、
次
い

で
病
院
が

・
４
％

（
３
５
９
人
）
、
介
護

付
き
高
齢
者
住
宅

・

２
％
（
１
８
８
人
）
、

高
齢
者
施
設
９
・
９
％

（
１
６
６
人
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
場
所
以
外

は
、
そ
の
他
と
白
紙
回

答
と
な
る
が
、
そ
の
他

に
含
め
た
記
述
回
答

人
に
よ
る
と

成
り
行

き
任
せ
、
自
然
に
任
せ

る

ど
こ
か
で
コ
ロ

リ
と

考
え
て
な
い

ホ
ス
ピ
ス

迷
っ

て
い
る
、
決
め
か
ね
て

い
る

緩
和
ケ
ア
施

設

今
の
と
こ
ろ
意

志
表
示
は
し
ま
せ
ん

今
は
見
当
た
ら
な
い

天
皇
陛
下
に
は
、
象
徴
天
皇
と
し

て
の
国
事
行
為
、
公
的
行
為
の
ほ
か

に
、
独
自
で
行
う
行
為
と
し
て
宮
中

祭
紀
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
第
百
十
一
代
の
光
格
天
皇

に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
皇
居

内
吹
上
御
苑
の
宮
中
三
殿
で
行
わ
れ

ま
す
。
三
殿
と
は

賢
所

皇
霊

殿

神
殿

の
三
個
所
を
い
い
ま

す
。

賢
所

に
は

天
照
大
神
が
祭
ら

れ
て
い
ま
す
。
皇

霊
殿

に
は
歴
代

天
皇
・
皇
族
の
御

霊
が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。

神
殿

に
は
国
中
の
神
々

が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
三
殿
の
付
属

の
建
物
と
し
て
神

嘉
殿
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

天
皇
・
皇
后
両

陛
下
は
、
宮
中
の

祭
紀
を
大
切
に
受

け
継
が
れ
、
常
に

国
民
の
幸
せ
を
願

っ
て
お
ら
ま
す
。

そ
し
て
、
年
間

余
件
の
祭
儀
を
行

な
っ
て
お
ら
れ
、
皇
太
子
殿
下
を
は

じ
め
、
皇
族
方
も
宮
中
祭
紀
を
大
切

に
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

祭
典
は

大
祭

小
祭

句

祭

の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
大
祭

は
天
皇
陛
下
御
自
身
が
祭
紀
を
行
い

ま
す
。

小
祭

は
掌
典
長
が
祭
紀

を
行
い
、
天
皇
陛
下
が
ご
拝
礼
に
な

り
ま
す
。

句
祭

は
毎
月
１
、

、

日
に
掌
典
長
が
祭
紀
を
行
い
、
原

則
と
し
て
１
日
に
は
天
皇
陛
下
が
ご

拝
礼
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
１
月
１
日
の

四
方

拝

、
同
じ
く
元
旦
早
朝
の

歳
旦

祭

、
１
月
３
日
の

元
始
祭

、

春
分
の
日
の

神
恩
感
謝
祭

、

月

日
の

新
嘗
祭

、

月

日

の

大
祓

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

四
方
拝
は
、
早
朝
に
天
皇
陛
下
が

神
嘉
殿
南
庭
で
伊
勢
神
宮
、
お
よ
び

四
方
の
神
々
を
遥
拝
す
る
こ
の
年
最

初
の
神
事
で
す
。

歳
旦
祭
は
、
元
旦
早
朝
に
三
殿
で

行
わ
れ
る
年
始
の
祭
典
で
す
。

元
始
祭
は
年
始
に
あ
た
っ
て
、
国

家
国
民
の
繁
栄
を
三
殿
で
祈
ら
れ
る

祭
典
で
す
。

新
嘗
祭
は
神
嘉
殿
に
お
い
て
、
新

穀
を
神
々
に
お
供

え
に
な
り
、
神
恩

を
感
謝
さ
れ
た

後
、
陛
下
自
ら
も

お
召
し
上
が
り
に

な
る
祭
典
で
す
。

宮
中
祭
典
の
中
で

も
、
最
も
重
要
な

祭
典
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
陛
下

自
ら
栽
培
に
な
っ

た
新
穀
も
お
供
え

に
な
り
ま
す
。
大

祓
い
は
、
大
み
そ

か
に
神
嘉
殿
で
国

民
の
た
め
に
行
わ

れ
る
お
祓
い
の
行

事
で
す
。

掌
典
職
と
は
、

国
家
公
務
員
で
あ
る
宮
内
庁
の
組
織

と
は
別
の
皇
室
内
の
組
織
で
、
経
費

も
内
廷
費
か
ら
支
出
し
て
お
り
、
皇

室
の
祭
紀
を
司
っ
て
お
り
ま
す
。
役

職
と
し
て
は
掌
典
長
、
掌
典
次
長
、

掌
典
、
内
掌
典
な
ど
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
業
務
は
、
毎
日
の
お
供
え
、

清
掃
、
祭
典
の
準
備
、
祭
典
の
実
施
、

参
加
者
の
案
内
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
重
要
な
職
務
と
し
て
、
新
天
皇

の
即
位
に
際
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
儀

式
の
取
り
仕
切
り
が
あ
り
ま
す
。

（
藤
岡

武
）

宮
中
祭
紀

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

ナ
ル
ク
２
面

０
５
１
０
０
１
・
０
２

井

藤

井
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表６ 健康・体力維持のための利用施設または参加する内容
延べ人

が
、
ま
わ
り
に
迷
惑
を

か
け
な
い
場
所

自

分
の
年
金
で
は
介
護
付

き
高
齢
者
住
宅
や
高
齢

者
施
設
に
入
れ
な
い
。

家
族
も
い
な
い
し
不

安

な
ど
、
先
行
き
人

生
は
す
べ
て
明
る
い
と

は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
や
は
り
ナ
ル
ク

の
仲
間
が
少
し
で
も
力

に
な
り
、
支
え
合
い
の

あ
る
人
生
を
歩
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

こ
の
調
査
は
、
平
成

年

月
末
に
起
案

し
、
調
査
対
象
者
の
選

定
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

の
配
布
並
び
に
回
収
を

年
末
年
始
の
多
忙
な
時

期
に
各
拠
点
の
皆
様
方

の
全
面
的
な
協
力
を
い

た
だ
き
、進
め
ま
し
た
。

結
果
の
集
計
と
分
析
を

本
部
の
関
係
ス
タ
ッ
フ

が
行
い
、
概
要
を
ま
と

め
ま
し
た
。
引
き
続
き

詳
細
な
結
果
を
ま
と

め
、ご
報
告
致
し
ま
す
。

取
り
あ
え
ず
紙
面
を
借

り
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

表５ 介護保険の認定を受けている人の認定区分
人（％）

認定区分 認定区分別の該当人とその比率

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３ ８

要介護４ ７

要介護５ ５

合計（比率）

施設の種類 利用している人 参加する内容 参加している人

ナルクサロンなど 体操

ナルク以外のサロンなど ゴルフ ９

ミニデイサービス ７ウオーキング ８

デイサービス グラウンドゴルフ ８

スポーツジム テニス ８

スイミングクラブ カラオケ ７

公民館・市民センター ヨガ ７

表７ ナルク活動への参加の有無
人（％）

ナルク活動に
参加している

していない無回答合計（比率）

（ ） （ ） （ ）（ ）

表８ 今後への思い
人（％）

希望する支援の種類 人数（比率）
家族＋ナルク＋介護保険
ナルク＋介護保険
家族＋介護保険
家族＋ナルク
特養老人ホーム、グルー
プホームなど高齢者施設
ナルク
家族
介護保険
その他
無回答
合計（比率）

表９ 看取ってもらいたい場所
人（％）

看取ってもらいたい場所 人数（比率）

自宅

病院

介護付き高齢者住宅

高齢者施設

その他

無回答

合計（比率）
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口

ナ
ル
ク
ひ

た
ち
拠
点
の

熱
い
人
、
楮

原
事
務
局
長

を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

定
年
を
前

に
朝
日
新
聞

に
掲
載
さ
れ

た
堀
田
力
さ

ん
の
コ
ラ
ム

（
高
齢
化
社

会
・
核
家
族
化
社
会
対
応
）
を
読

ん
で
感
動
し
、
こ
の
活
動
が
で
き

る
の
は
ナ
ル
ク
と
知
り
、
会
社
を

退
職
後
、
平
成

年
９
月
に
入
会

し
ま
し
た
。

間
も
な
く
事
務
局
次
長
と
な

り
、
預
託
・
奉
仕
活
動
点
数
集
計

な
ど
を
担
当
し
、
活
発
に
活
動
さ

れ
ま
し
た
。

入
会
当
時
、
ひ
た
ち
拠
点
は
、

決
っ
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
衰
退
傾
向
の
原
因
は
、
利
用

会
員
に
対
す
る
対
応
の
不
手
際
に

あ
る
と
楮
原
さ
ん
は
考
え
ま
し

た
。即

、
庭
の
手
入
れ
、
家
事
援
助

な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
自

ら
積
極
的
に
活
動
に
参
加
す
る
と

共
に
、
多
く
の
会
員
に
預
託
活
動

を
奨
励
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
地
域
の
民
生
委
員
の

活
動
や

会
を
通
し
て
、
ナ
ル

ク
を
宣
伝
し
、
口
コ
ミ
で
会
員
拡

大
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
か
ら
は
事
務
局
長
と

な
り
、
同
好
会
活
動
の
重
要
さ
に

も
着
目
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
を
立
ち

上
げ
た
り
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
童
保
育
に
も
熱
心
で
、
率
先
し

て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
間
の

交
流
を
深
め
る
預
託
活
動
に
も
素

早
く
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、移
送
活
動
の
強
化
に
よ
っ
て
、

活
動
の
輪
を
広
げ
る
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
退
会
抑
制
・
入

会
促
進
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。個

人
的
に
は
多
芸
の
持
ち
主
で

す
。
特
に

ど
じ
ょ
う
す
く
い

は
玄
人
は
だ
し
で
、
懇
親
会
・
施

設
慰
問
に
引
っ
張
り
だ
こ
。
東
日

本
大
震
災
時
に
は
パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

に
駆
け
つ
け
、
避
難
の
方
々
に
笑

顔
を
届
け
ま
し
た
。

何
事
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
姿

勢
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ひ
た

ち
拠
点
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
熱
い
心
を
持
っ
た
方
で
、
皆
が

頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

（
代
表
・
大
川
原
怜
子
記
）

ひたち拠点 楮
かご

原
はら

廣
ひろ

実
み

さんの巻

し
た
が
活
動
の
機
会
も

な
く
、
ま
た
参
加
も
で

き
な
い
の
で

と
い
う

会
員
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
時
期
こ
そ
ナ

ル
ク
本
来
の
会
員
相
互

の
時
間
預
託
制
度
に
注

目
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
時
間
預
託
は
双
方

向
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
提
供
す
る
人
と
利

用
す
る
人
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

何
も

で
き
な
く

と
も
、
何

か
を
し
て
も
ら
う

利

用
者
が
い
て
こ
そ
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
ま
す
。
現

在
は
出
来
て
い
て
も
将

来
自
分
一
人
で
は
で
き

な
い
こ
と
が
き
っ
と
起

こ
り
ま
す
。そ
こ
に
ナ

ル
ク

の
存
在
意
義
が

あ
る
の
で
す
。

会
員
の
増
強
に
会
員

の

口
コ
ミ

は
大
き

な
手
段
で
す
。
ナ
ル
ク

活
動
を
通
じ
て
自
身
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽
し

み
、
生
き
が
い
や
充
実

感
、
人
と
の
触
れ
合
い

を
実
感
す
る
こ
と
が
第

一
歩
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
活
動
に
参
加

し
、
自
身
の
体
験
を
基

に
良
い
と
こ
ろ
を
友
人

知
人
に
訴
え
て
新
会
員

の
増
強
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
方
、
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り

天
の
川
ク

ラ
ブ

に
対
し
、
い
ろ

い
ろ
な
疑
問
や
提
言
も

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
率
直
な
ご
意

見
や
改
善
点
を
提
言
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ

と
が
天
の
川
ク
ラ
ブ

発
展
の
原
動
力
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

時
間
預
託
活
動
に

つ
い
て

交
野
拠
点

顧
問

豊

島

隆

高
畑
会
長
は

会
報

時
間
預
託
活
動
に

つ
い
て

交
野
拠
点

顧
問

豊

島

隆

ナ
ル
ク

号
の
喜
々

快
々

で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歳
を
重
ね
て
も
奉
仕

さ
れ
る
側
で
な
く
奉
仕

す
る
側
に
回
ろ
う
。
こ

れ
は

（
全
米

退
職
者
協
会
）
の
初
代

会
長
ア
ン
ド
ラ
ス
が
設

立
の
時
に
呼
び
か
け
た

言
葉
で
あ
る
▼
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
社
会
に
参
加

し
、
高
齢
者
の
尊
厳
と

地
位
の
向
上
を
図
ろ
う

と
す
る
理
念
と
、
全
米

各
都
市
に
４
０
０
０
の

支
部
を
つ
く
っ
て
の
会

員
同
士
の

助
け
合
い

活
動

。
こ
の
２
点
が

を
創
る
動
機

に
つ
な
が
っ
た
▼

は
巨
大
な

だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
小

規
模
で
、
マ
イ
ア
ミ
を

中
心
に
活
動
を
続
け
て

い
る
団
体
の

タ
イ
ム

ダ
ラ
ー

を
知
り
、
こ

れ
を
ヒ
ン
ト
に

の
時
間
預
託
制
度
が

出
来
上
っ
た

。

ま
た
、
会
報
２
２
１

号

時
間
預
託
制
度
の

正
常
化
を

と
い
う
特

集
で
は
、

ナ
ル
ク
の

活
動
を
支
え
て
い
る
の

が

時
間
預
託
制
度

で
す
。と
こ
ろ
が
近
年
、

会
員
の
高
齢
化
で
提
供

者
不
足
に
悩
む
拠
点
が

増
え
て
い
ま
す
。

支

援
し
て
欲
し
い
の
だ
け

ど
、
提
供
者
へ
の
負
担

が
増
え
、申
し
訳
な
い

と
言
う
人
も
多
い

と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
自
分
の
体
験

で
す
が
、
私
も
八
十
路

に
入
り
活
動
範
囲
は
限

ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
例
え
ば
老
人

ホ
ー
ム
の
お
散
歩
の
場

合
、
白
髪
の
老
人
が
黒

髪
の
老
人
の
車
椅
子
を

押
し
て
い
る
と
き
、
相

手
の
気
持
ち
を
察
す
る

と
辞
退
し
た
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
ま
た
車

で
の
送
迎
提
供
者
が
不

足
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
高
齢
者
の
運
転
事

故
や
免
許
証
自
主
返
納

の
声
を
聞
か
さ
れ
る
と

辞
退
し
た
く
な
り
ま

す
。
た
だ
、
最
近

わ

が
女
房
殿

に
頼
ま
れ

た
水
道
栓
の
パ
ッ
キ
ン

交
換
・
電
球
交
換
・
押

し
入
れ
整
理
棚
の
設
置

・
玄
関
ド
ア
の
塗
装
な

ど
の
作
業
は
、
高
所
作

業
や
重
量
物
で
な
い
限

り
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
ハ
ウ
ス
へ
ル
パ

ー
、
庭
・
植
木
担
当
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

指
導
で
体
験
で
き
る
機

会
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
提
供
（
活
動
）
会

員
が
増
え
て
、
利
用
会

員
が
気
軽
に
声
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

一
昨
年
、
２
千
部
発

行
し
た

日
常
生
活
支

援
テ
キ
ス
ト

は
、
拠

点
で
の
積
極
的
研
修
の

実
施
と
全
国
各
地
の
行

政
機
関
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
大
学
な

ど
か
ら
の
注
文
で
、
ほ

ぼ
売
尽
く
し
ま
し
た
の

で
、
新
た
に
１
千
部
増

刷
し
ま
し
た
。

本
年
度
ナ
ル
ク
は
総

合
事
業
へ
の
積
極
参
加

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

総
合
事
業
推
進
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
販
売
に
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る
？

介
護
保
険
は
２
０
０

０
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
３

年
に
一
度
、
保
険
料
が

変
更
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
の
２
０

０
０
年
は
２
９
１
１
円

で
し
た
が
、
２
０
０
３

年
に
は
３
２
９
３
円
、

２
０
０
６
年
は
４
０
９

０
円
、
２
０
１
２
年
は

４
９
７
２
円
、
２
０
１

５
年
は
５
５
１
４
円
、

２
０
２
０
年
に
は
６
７

７
１
円
に
な
る
見
通
し

で
す
。
理
由
は
使
わ
れ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
２
０
０

０
年
度
は
３
・
６
兆
円

で
し
た
が
、
２
０
１
５

２
０
１
７
年
度
は

・
４
兆
円
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

背
景
に
は
お
年
寄
り

の
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
の
は

歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
が
多
い
の
で
す
が
、

ス
タ
ー
ト
時
で
は
９
０

０
万
人
だ
っ
た
の
が
、

今
や
１
６
０
０
万
人
を

超
え
て
い
る
の
で
す
。

団
塊
の
世
代
が
全
員

歳
以
上
に
な
る
２
０
２

５
年
度
に
は
、
保
険
料

は
今
よ
り
さ
ら
に
５
割

ほ
ど
増
え
て
８
千
円
を

超
す
見
込
み
で
す
。

介
護
保
険
を
使
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

と
、
通
常
１
割
の
自
己

負
担
が
あ
り
ま
す
。
所

得
が
一
定
以
上
あ
れ
ば

２
割
負
担
に
な
り
ま

す
。残
り
の
部
分
を
介

護
給
付
費

と
い
い
、

半
分
は
税
金
で
、
残
り

半
分
は
保
険
料
で
賄
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
料
に
は
２

種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ

が

第
１
号
保
険
料

で
、
実
際
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
う

歳
以
上

の
加
入
者
が
住
ん
で
い

る
市
町
村
に
払
い
ま

す
。も

う
一
つ
は

第
２

号
保
険
料

で
す
。
こ

れ
は

歳
か
ら

歳
ま

で
の
人
が
健
康
保
険
料

と
一
緒
に
払
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
お
金
は
、
い
っ

た
ん
全
国
で
プ
ー
ル
し

た
後
、
介
護
給
付
費
の

約
３
割
と
い
う
基
準

で
、
全
国
の
各
市
町
村

に
配
り
ま
す
。

介
護
保
険
は
市
町
村

が
主
体
に
な
っ
て
運
営

し
ま
す
。
保
険
料
は
市

町
村
に
よ
っ
て
金
額
が

異
な
り
ま
す
。

各
市
町
村
は
住
民
か

ら
第
１
号
保
険
料
を
集

め
て
介
護
給
付
費
の
約

２
割
を
賄
な
い
ま
す
。

ど
の
ぐ
ら
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
使
わ
れ
る
か
を

予
想
し
て
、
そ
れ
を

歳
以
上
の
人
数
で
頭
割

り
す
れ
ば
、
平
均
の
保

険
料
（
基
準
額
）
が
出

て
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

を
た
く
さ
ん
使
え
ば
保

険
料
は
高
く
な
り
ま

す
。要

介
護
認
定
率
と
一

人
当
た
り
の
利
用
額
に

よ
っ
て
差
が
出
ま
す
。

人
口
が
多
い
か
少
な
い

か
、
お
金
持
ち
が
多
い

か
少
な
い
か
、
お
年
寄

り
の
数
な
ど
は
影
響
し

ま
せ
ん
。
下
の
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

（
豊
中
・
池
田
拠
点

の
会
報
よ
り
転
載
）

チューリップ娘が来訪
去る３月 日、４月下旬か
ら砺波市のチューリップ公園
一帯で行われる となみチュ
ーリップフェア の のた
めに、チューリップ娘が本部
事務所を訪れ、会長と歓談し
ました。

品種、 万本のチュー
リップが会場せましと咲き誇
る様はまさに壮観。一度砺波
まで足を伸ばしませんか。

今
こ
そ
双
方
向
の

活
動
に
注
目

枚
方
拠
点

副
代
表

梅
田
寿
雄

長
年
慣
れ
親
し
ん
だ

事
務
所
で
し
た
が
駐
車

場
等
の
問
題
も
あ
り
昨

年
末
に
新
事
務
所
に
移

転
し
、
新
年
か
ら
本
格

的
な
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
従

来
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
・
強
化
と
、
新
し
い

事
業
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

当
拠
点
の
会
員
の
動

向
を
見
る
と
、
こ
こ
数

年
、
会
員
数
は
他
拠
点

同
様
、
代
表
を
は
じ
め

と
す
る
幹
部
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
の
は
残
念
で

す
。退

会
の
内
容
は
高
齢

化
に
伴
う
も
の
が
大
半

で
す
が

長
年
会
員
で

今
こ
そ
双
方
向
の

活
動
に
注
目

枚
方
拠
点

副
代
表

梅
田
寿
雄

（３） 第３種郵便物認可 年５月 日発行１部 円ナ ル ク（ ）

日
常
生
活
支
援

テ
キ
ス
ト
好
評

に
つ
き
増
刷

お
勧
め
レ
シ
ピ

健
康
法

は
今

月
休
載
し
ま
す
。

全
国
市
町
村
数
は
１
７
４
１

自治体名 介護保険料 市町村内順位 高齢化率

奈良天川村

大阪市

東京千代田区

鹿児島三島村

全国平均

円 １ ％
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★ ナルク（ ）は最寄りの活動拠点からお届けします。お問い合わせは電話 （代）ナルクへ。

ナ
ル
ク
４
面

０
５
１
０
０
４

藤

井

井

【
か
ず
さ
】

立
石
副
代
表

が
君
津
市
社
協

か
ら
表
彰

第

回

君

津
市
社
会
福
祉

大
会

で
、
我

が
拠
点
の
立
石
忠
士
副

代
表
が
君
津
市
社
協
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。長

年
に
わ
た
り
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
多
大

な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し

て
評
価
を
受
け
、
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
表
彰

は
、
平
成

年
に
花
島

広
報
部
員
と
小
畑
運
営

委
員
（
故
人
）
が
初
め

て
受
賞
し
ま
し
た
が
そ

の
後
、
芦
刈
代
表
、
倉

拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点だだだだだだだよよよよよよよりりりりりりり拠点だより

ナルクの現勢ナルクの現勢
年１月現在

本部 住所電話は１面
題字下に記載

東京事務所〒
東京都港区新橋
空調ビル３
電話

地 域 活動拠点数
北海道地区 か所
東北地区 ５
関東地区
信州地区 ６
北陸地区 ３
中部地区 ８
近畿地区
中国地区 ８
四国地区 ６
九州地区 ４
合 計

海 外
ナルク １
ナルクスイス １
ナルク １
ナルクオランダ １

富
元
事
務
局
長
が
続

き
、
立
石
副
代
表
で
５

人
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た

立
石
副
代
表
は
、

日

ご
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
に
対
し
、
拠

点
が
表
彰
さ
れ
た
も
の

と
思
い
、
拠
点
を
代
表

し
て
表
彰
台
に
立
ち
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ナ

ル
ク
入
会
時
に
志
し
た

出
来
る
こ
と
を
出
来

る
時
に

を
忘
れ
る
こ

と
な
く
頑
張
り
ま
す

と
喜
び
と
共
に
、
今
後

の
決
意
を
語
り
ま
し

た
。

【
和
歌
山
】

交
野

和
歌
山
の
遠
距

離
支
援

大
阪
の
交
野
拠
点
会

員
か
ら
、
岩
出
市
の
桜

台
団
地
に
あ
る
所
有
宅

地
の
草
刈
り
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

早
速
、
６
人
の
有
志

が
指
定
の
場
所
に
集
合

し
ま
し
た
が
、

こ
れ

は
す
ご
い
！

一
日
で

片
付
く
か
な
ぁ

と
、

た
め
ら
う
ほ
ど
の
雑
草

が
勢
い
よ
く
生
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
す

ぐ
に
や
っ
た
る
ぜ
！

と
覚
悟
を
決
め
、
レ
ン

タ
ル
の
大
型
自
走
式
草

刈
り
機
で
開
始
。

と
こ
ろ
が
、
刈
り
取

り
な
が
ら
草
を
粉
砕
す

る
こ
の
機
械
が
あ
れ
ば

楽
勝
と
思
い
き
や
、
ロ

ー
タ
リ
ー
に
ツ
タ
を
巻

き
込
む
と
動
け
な
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
。

そ
れ
に
背
丈
ほ
ど
の
ス

ス
キ
や
粗
大
ご
み
、
道

路
に
は
み
出
し
た
雑
草

な
ど
も
あ
り
、
ま
ず
、

そ
れ
ら
を
手
で
処
理
す

る
作
業
か
ら
始
め
る
こ

と
に
。
午
後
に
な
っ
て

よ
う
や
く
草
刈
り
機
た

ち
が
本
来
の
実
力
を
発

揮
し
だ
し
、
一
気
に
効

率
が
上
が
り
ま
し
た
。

日
が
傾
き
か
け
た
こ

ろ
、

坪
の
荒
地
が
整

っ
た
宅
地
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
お
隣
の

方
か
ら

気
持
ち
が
す

っ
き
り
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う

と
ね
ぎ
ら

い
の
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
そ
の
一
言
で
疲

れ
も
軽
く
な
り
ま
し
た
。

依
頼
に
対
し
、
役
目

を
成
し
遂
げ
た

や
り

切
り
感

に
ホ
ッ
と
し

つ
つ
、
腕
や
腰
を
さ
す

っ
た
り
屈
伸
運
動
を
し

た
り
と
老
体
を
い
た
わ

り
合
い
、
帰
途
に
就
き

ま
し
た
。

【
東
大
阪
・
大
東
】

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は

歳
ま
で

を
決
定

我
が
拠
点
で
は

移

送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を

提
供
し
て
お
り
、
利
用

者
に
対
し
病
院
な
ど
に

送
迎
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
昨
今
、
高
齢

者
に
よ
る
自
動
車
事
故

が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
か
ら
車
で
の

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
提

供
者
の
年
齢
を

歳

ま
で

に
決
定
し
ま
し

た
。昨

年

月
の
運
営
委

員
会
会
議
で
、

何
歳

ま
で
の
人
が
提
供
者
と

し
て
活
動
で
き
る
の

か
が
議
題
に
あ
が
り
、

審
議
を
重
ね
て
決
定
し

た
も
の
で
す
。

勿
論
、
運
転
す
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
始
め

て
い
る
人
は

歳
以
下

で
も
活
動
し
な
く
て
も

よ
く
、逆
に
自
信
が
あ
っ

て
も

歳
以
上
の
人
は

送
迎
の
活
動
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
名
張
東
】

拠
点
会
報

す
ず
ら
ん

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

が
発

刊
１
０
０
号
に

２
０
０
８
年
７
月
に

第
１
号
を
発
刊
し
て
か

ら
、
今
年
の
２
月
号
で

１
０
０
号
に
な
り
ま
し

た
。第

１
号
発
刊
の
紙
面

に
大
橋
代
表
が
、

よ

ち
よ
ち
歩
き
な
が
ら
確

実
に
前
進
を

と
題
し

た
名
張
東
の
決
意
を
発

表
さ
れ
て
か
ら
、
今
年

は

年
目
に
入
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ

た
の
は
、
ひ
と
え
に
会

員
の
皆
さ
ん
と
の
強
い

連
帯
感
が
で
き
て
い
た

か
ら
こ
そ
。
原
稿
の
依

頼
を
す
る
と
最
初
は
、

私
は
文
章
な
ん
て
書

け
ま
せ
ん

学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
作
文
は

書
い
た
こ
と
が
な
い
の

で

な
ど
と
辞
退
の

言
葉
が
返
っ
て
く
る
の

で
す
が
、
２
、
３
日
後

に
は
原
稿
が
届
く
の
で

す
。世

帯
数
１
５
０
０
戸

余
り
の
、
す
ず
ら
ん
台

地
区
。

ナ
ル
ク
す
ず

ら
ん
ク
ラ
ブ

の
活
動

や
会
員
同
士
の
つ
な
が

り
、
情
報
な
ど
を
こ
の

紙
面
で
届
け
る
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

（５口以上 敬称略））
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【
高
槻
・
島
本
】

老
い
て
な
お
趣
味
の
昔
を
思
い
出
す

水
仙
は
今
年
も
同
じ
香
を
放
ち

わ
れ
一
人
生
き
て
卒
寿
の
新
春
迎
え

井
内
菊
江

【
北
神
三
田
】

朝
な
夕
な
訪
い
く
れ
る
娘
と
孫
は
今
日
も
満
面
の

笑
顔
を
見
せ
て

中
田
勝
子

か
つ
て
の
日
詩
吟
を
朗
々
と
と
な
え
た
る
友
は
声

も
な
く
入
院
の
床
に

葛
野
須
耶
子

雪
の
こ
る
道
歩
み
き
て
老
脚
の
少
し
ぬ
く
も
る
う

れ
し
か
ら
ず
や

向
か
い
風
追
い
風
う
け
て
北
公
園
往
復
し
た
り
卆

寿
へ
の
道

夏
至
雅
峰

【
中
標
津
】

愛
籠
め
て
送
り
し
年
玉
届
い
た
と
は
し
ゃ
ぐ
電
話

の
あ
り
て
嬉
し
き

自
ら
に
晴
れ
着
に
着
替
え
て
し
ゃ
ん
と
し
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
出
か
け
る
我
は

土
田
良
吉

【
京
都
】

薔
薇
深
紅
肩
書
も
な
く
富
も
得
ず

背
く
子
の
白
ま
ぶ
し
き
や
更
衣

青
潮
に
馬
は
艶
増
す
都
井
岬

歯
の
治
療
耳
に
ひ
び
き
て
風
邪
兆
す

野
良
猫
と
小
春
日
和
を
分
か
ち
合
ひ

森
幸
子

【
大
阪
北
】

立
春
や
子
ら
の
門
出
に
杯
を
あ
ぐ

吉
川
弘
美

青
空
に
小
首
か
し
げ
て
山
茶
花
は

荒
川
弘
子

氷
爆
の
青
み
た
る
先
虹
か
か
る

藤
田
多
栄
子

鷹
狩
に
胸
踊
ら
せ
つ
目
を
逸
ら
す

金
本
美
智
子

年
移
る
風
邪
に
心
も
痩
せ
細
り

須
見
敏
江

淑
気
満
つ
拭
き
清
め
た
る
そ
こ
こ
こ
に

青
柳
幸
子

ひ
と
り
の
居
や
屠
蘇
一
献
に
改
ま
る

森
下
和
子

初
句
会
ま
だ
ま
だ
足
り
ぬ
多
捨
多
作

東
浦
ふ
く
子

時
雨
る
る
や
濡
れ
て
や
さ
し
き
二
年
坂

高
田
敏
雄

【
美
祢
】

池
の
鯉
氷
の
下
で
家
族
会

山
茶
花
の
絨
毯
踏
み
て
陽
暮
れ
時

井
上
順
司

雪
溶
け
て
下
か
ら
春
が
萌
え
出
ず
る

水
仙
の
香
り
求
め
て
遠
出
か
な

千
葉
武

腹
を
抱
え
て
大
笑

い【
神
戸
】
藤
田
ユ
リ
子

最
近
、
お
腹
を
抱
え

て
大
笑
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

一
笑
一
若

一

怒
一
老

と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
一
度
笑

え
ば
一
つ
若
く
な
り
、

一
度
怒
れ
ば
一
つ
老
い

る

意
味
と
の
こ
と
。

笑
い
方
も
ク
ス
ッ
で
は

な
く
お
腹
を
抱
え
て
大

笑
い
す
る
の
が
良
い
そ

う
で
、
そ
の
効
果
は
、

多
く
あ
り
そ
う
で
す
。

大
笑
い
は
横
隔
膜
の

上
下
運
動
を
起
こ
し
、

免
疫
力
を
高
め
た
り
脳

に
刺
激
を
与
え
る
と
聞

き
ま
す
。
ま
た
、
腹
を

抱
え
る
ほ
ど
の
大
笑
い

は
呼
吸
を
盛
ん
に
す
る

か
ら
、
◇
酸
素
の
消
費

量
が
増
え
る
◇
顔
と
胃

の
筋
肉
が
よ
く
働
く
事

で
普
段
使
わ
な
い
筋
肉

が
緩
み
、
軟
ら
か
く
な

る
と
の
事
。
笑
う
こ
と

に
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、

一
笑

一
若

が
元
気
で
健
康

に
生
き
る
近
道
と
言
う

こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
笑
っ
て
過
ご
せ
る

日
々
で
あ
り
た
い
と
願

う
毎
日
で
す
。

私
の
趣
味

【
岐
阜
】

松
原
浩
一

私
は
現
在

歳
。
社

交
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
民

謡
、
オ
カ
リ
ナ
、
篠
笛
、

ケ
ー
ナ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指

圧
、
早
起
き
な
ど
多
く

の
趣
味
を
持
ち
な
が
ら
、

平
日
の
午
前
中
は
ア
ル

バ
イ
ト
も
し
て
い
ま
す
。

名
刺
に
は

趣
味
・

早
起
き

と
書
き
、
毎

日
必
ず
午
前
３
時

分

に
起
き
ま
す
。
そ
し
て

５
時
か
ら
１
時
間
ほ
ど
、

幸
せ
な
人
生
を
迎
え
る

た
め
の
朝
の
勉
強
会

に
出
席
し
、
昨
年

月

に
は
８
０
０
日
の
皆
勤

を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
と
思
い

ま
す
が
健
康
に
も
恵
ま

れ
、幸
せ
を
感
じ
る
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

毎
日
す
る
こ
と
が
あ

る

と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
で
、
私
の
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

母
か
ら
学
ぶ
こ
と

【
東
神
戸
】

佐
々
木
真
知
子

母
は
今
年
の
１
月
に

満

歳
に
な
り
ま
し
た
。

年
前
、
脳
卒
中
で
倒

れ
て
か
ら
は
、
北
海
道

で
暮
ら
す
姉
が
在
宅
介

護
を
し
て
い
ま
す
。

在
宅
医
や
看
護
師
さ

ん
か
ら

老
衰
の
域
に

入
っ
て
い
る
か
ら
、
何

が
お
き
て
も
お
か
し
く

な
い
状
態

と
言
わ
れ

て
か
ら
、
１
年
以
上
が

過
ぎ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
聞
い
て
も
、
母
が
明

日
に
で
も
死
ん
で
し
ま

う
と
は
、
と
て
も
信
じ

ら
れ
な
い
し
、
実
感
が

わ
か
な
い
の
で
す
。

私
は
母
の
顔
が
見
た

く
て
北
海
道
に
よ
く
行

き
ま
す
。
年
末
年
始
に

も
行
き
ま
し
た
が
、
こ

の
状
態
が
い
つ
ま
で
も

続
い
て
く
れ
れ
ば

と

思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、

元
気
な
様
子
で
写
真
に

収
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
母
が
毎
日
、

当
た
り
前
の
生
活
を
お

く
っ
て
い
る
か
ら
と
思

い
ま
す
。
訪
問
医
師
・

看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

姉
の
友
人
な
ど
多
く
の

人
た
ち
に
支
え
て
も
ら

っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

人
は
人
生
の
最
期

に
出
会
っ
た
人
に
よ
っ

て
死
に
様
が
決
ま
る

と
聞
き
ま
す
。
母
は
そ

れ
を
私
に
見
せ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

年
を
重
ね
、
身
体

が
動
か
な
く
な
っ
て
も

怖
が
ら
ず
に
生
き
な
さ

い

と
教
え
て
く
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

手
作
業
の
あ
と
は
自
走

式
草
刈
り
機
で
順
調
に
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